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〔関係法令〕

間　1衛生管理者の選任について、法令上、正しいものは

次のうちどれか。

（1）常時使用する労働者数が60人の運送業の事業場

では、第二種衛生管理者免許を有する着のうちから

衛生管理者を選任することができる。

（2）常時使用する労働者数が1000人を超え2000

人以下の事業場で軋少なくとも4人の衛生管理者

を選任しなければならない。

（3）常時使用する労働者数が3000人を超える事業

場では、6人の衛生管理者のうち2人まで、この事

業場に専属ではない労働衛生コンサルタントのうち

から選任することができる。

（4）常時500人を超え1000人以下の労働者を使

用し、そのうち、深夜業を含む業務に常時30人以

上の労働者を徒事させる事葉巻では、衛生管理者の

うち少なくとも1人を専任の衛生管理者としなけれ

ばならない。

（5）常時使用する労働者数が2000人以上の事業場

では、専任の衛生管理者を2人以上選任しなければ

ならない。

間　2　衛生管理者に関する次の記述のうち、法令上、誤っ

ているものはどれか。

（1）事業者は、衛生管理者に、労働者の危険又は健康

障害を防止するための推軌こ関すること等の業務の

うち衛生に係る技術的事項を管理させなければなら

ない。

（2）事業者は、衛生管理者に対し、衛生に関する措置

をなし得る権限を与えなければならない。

（3）衛生管理者は、少なくとも毎月1回作業場等を巡

祝し、設備、作業方法等に有事のおそれがあるとき

は、直ちに、労歯音の健康障害を防止するため必要

な措置を請じなければならない。

（4）事業者は、衛生管理者を選任すべき事由が発生し

た日から14日以内に選任しなければならない。

（5）所轄労働基準監督署長は、労働災害を防止するた

め必要があると蕗めるときは、事業者に対し、衛生

管理者の増員又は解任を命ずることができる。

開　3　衛生委員会に関する次の記述のうち、法令上、正し

いものはどれか。

（1）衛生委員会は、工業的業種の事業場では常時50

人以上、非工業的業種の事業場では常時100人以

上の労働者を使用する事業場において設置しなけれ

ばならない。

（2）衛生委員会及び安全委員会の設置に代えて安全衛

生委員会として設置することはできない。

（3）事業場で選任している衛生管理者は、すべて衛生

委員会の委員としなければならない。

（4）衛生委員会の級長となる委員は、原則として、総

括安全衛生管理者又は線括安全衛生管理者以外の者

で事業猫においてその事業の実施を統括管理するも

の若しくはこれに準ずる者のうちから事業者が指名

した者である。

（5）衛生委員会の委員として指名する産菓医は、事業

場の規模にかかわらずその事業場に専属の者でなけ

ればならない。

間　4　労働安全衛生規則に基づく次の定期健康診断の項目

のうち、厚生労働大臣が定める基準に基づき、医師が

必要でないと認めるときに省略することができる項月

に該当しないものはどれか。

（1）身長の検査

（2）血圧の測定

（3）貧血検査

（4）心電図検査

（5）血中脂質検査



開　5　事業視の建築物、施設等に関する措置について、労

働安全衛生規則の衛生基準に違反しているものは次の

うちどれか。

（1）常時60人の労働者を就業させている屋内作業場

の気積が、設備の占める容積及び床面から4mを超

える高さにある空間を除き800mさとなっている。

（2）労働者を常時就業させる場所の照明設備について、

6か月ごとに1回、定期に点検を行っている。

（3）常時男性5人と女性25人の労働者が疏菜してい

る事業場で、女性用の臥床できる休養室を設けてい

るが、男性用には、休養室の代わりに休憩設備を利

用させている。

（4）事業場に附属する食堂の床面積を、食事の際の1

人について、1．2m壬としている。

（5）事業場に附属する食堂の炊事従業員について、専

用の便所のほかに、一般従業員と共用の休憩室を設

けている。

間　6　労働時間の状況等が一定の要件に該当する労働者に

対して、法令により実施することが義務付けられてい

る医師による面接指導に関する次の記述のうち、i終っ

ているものはどれか。

（1）面接指導の対象となる労働者の要件は、原則とし

て、休憩時間を除き1週間当たり40時間を超えて

労働させた場合におけるその超えた時間が1か月当

たり100時間を超え、かつ、疲労の蓄積が認めら

れることである。

（2）面接指導は、その要件に醸当する労働着の申出に

より行われる。

（3）労働者は、事業者の指定した医師による面接指導

を希望しない場合は、他の医師の行う面接楷導を受

け、その結果を証明する書面を事業者に提出するこ

とができる。

（4）事業者は、面接指導の結果に基づき、労働者の健

康を保持するために必要な措置について、面接指導

実施日から3か月以内に、医師の意見を聴かなけれ

ばならない。

（5）事業者は、面接指導の結果に基づき、その記録を

作成し、これを5年間保存しなければならない。
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間　7　雇入れ時の安全衛生教育に関する次の記述のうち、

汝令上、誤っているものはどれか。

（1）常時使用する労働着敦が10人未満の事業場であ

っても、教育を行わなければならない。

（2）3か月以内の期間を定めて雇用するパートタイム

労働者についても、教育を行わなければならない。

（3〉教育事項の全部又は一部に関し十分な知識及び技

能を有していると落められる労働着については、当

該事項についての教育を省略することができる。

（4）旅館業の事業場においては、教育事項のうち、

r作業手帳に関すること」については省略すること

ができる。

（5）警備業の事業婦においては、教育事項のうち、

r作業開始時の点検に関すること」については省略

することができる。

間　8　事務墓の空気環境の測定及び設備の点検に関する次

の記述のうち、法令上、誤っているものはどれか。

（1）中央管理方式の空気調和設備を設けた建築物の事

務墓については、所定の頻度で、空気中の一酸化炭

素及び二酸化炭素の含有率、墓温及び外気温並びに

相対湿度を測定しなければならない。

（2）事務室の建築、大規模の修繕又は大規模の模様啓

を行ったときは、事務室の使用開始後所定の時期に

1回、その事務室の空気中のホルムアルデヒドの濃

度を淘定しなければならない。

（3）空気調和設備内に設けられた排水受けについては、

原則として、1か月以内ごとに1回、定期に、その

汚れ及び閉塞の状況を点検し、必要に応じ、その清

掃等を行わなければならない。

（4）空気調和設備の加湿装置については、原則として、

2か月以内ごとに1回、定期に、その汚れの状況を

点検し、必要に応じ、その清掃等を行わなければな

らない。

（5）燃焼器具を使用するときは、発熱量が著しく少な

いものを除き、毎日、異常の有無を点検しなければ

ならない。



閑　9　労働基準法に基づく産前産後の休業に関する次の文

中の口内に入れるAからDの数字の組合せとして、

正しいものはく1）～（5）のうちどれか。

r使用着払ロコ週間（多胎妊娠の場合にあって

は、⊂亘］週間）以内に出産する予定の女性が休業を

請求した場合においては、その者を就業させてはなら

ない。

使用者は、産儀［ココ週間を経過しない女性を就

業させてはならない。ただし、産後⊂狂］週間を経

過した女性が請求した場合において、その者について

医師が支障がないと認めた業務に就かせることは、差

し支えない。J

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

間10　労働基準法に基づく労使協定による時間外・休日労

働に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

ただし、「労使協定Jとは、「労働者の過半数で組

織する労働組合くその労働組合がない楊合は労働者の

過半数を代表する者）と使用者との書面による協定」

をいう．

（1）時間外・休日労働に関する労使協定には、時間外
・休日労働をさせる必要のある具体的事由、業務の

種類、労働者の数並びに1日及び1日を超える一定

の期間における延長時間又は休日労傲目について、

定めなければならない。

（2）時間外・休日労層別こ関する労使協定には、労働協

約による場合を除き、有効期間の定めをする必要が

ある。

（3）時間外・休日労働に関する労使協定の内容は、厚

生労働大臣が定める時間外労働の限度基準に適合し

たものとなるようにしなければならない。

（4）労使協定による時間外・休日労働をさせる楊合、

満18歳未満の者については、休日労働はさせるこ

とはできないが、滞15歳以上の者であれば時間外

労働を1日2時間を超えない範囲内でさせることが

できる。

（5）労使協定による時間外・休日労働をさせる場合、

妊娠中又は産後1年を経過しない女性が請求したと

きには、監督又は管理の地位にある者等労働時間等

に関する規定の適用除外者を除き、当該女性に対し

て時間外・休日労働をさせることはできない．
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労働衛生〕

閏11　一般の事務室における換気に関する次の記述のうち、

敵っているものはどれか。

（1）人間の呼気の成分の中で、酸素の濃度は約16％、

二教化炭素の濃度は約4％である。

（2）新鮮な外気中の酸素濃度は、約21％、二酸化炭

素濃度は、0．03～0．04％程度である。

（3）室内の空気の清浄度を保つために入れ替える必要

のある空気の最を必要換気量といい、通常、1時間

に交換される空気量で表す。

（4）塞内の必要換気量（mヨ／h）は、次の式により算出

盤内にいる人が1岬lに呼出するコ蜘煉量hl州汎00

室内二酸化炭素基準濃度（％）

（5）必要換気畳の算出に当たっての室内二酸化炭素基

準濃度は、通常、0．1％とする。

間12　温熱条件に関する次の記述のうち、誤っているもの

はどれか。

（1）温度感覚を左右する環境要素は、気温、湿度、気

流及び帝射（放射）熱である。

（2）実効温度は、人の温熱感に基礎を置いた指榛で、

気温、湿度、気流の総合効果を温度日盛りで表した

ものである。

（3）WBGTは、暑熱環境による熱ストレスの評価に

用いられる指標で、気温、黒球温度及びエネルギー

代謝率から算出される。

（4）相対湿度は、空気中の水蒸気量と、その温度にお

ける飽和水蒸気量との比を百分率で示したものであ

る。

（5）熱中症のリスク評価楷標として、作業強度等に応

じたWBGT基準値が示されている。
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間13　解明などの祝環境に関する次の記述のうち、誤って

いるものはどれか．

（1）前方から明かりを取るときは、眼と光源を結ぶ線

と視線とで作る角度が、300以下になるようにす

るとよい。

（2）あらゆる方向から同程度の明るさの光がくると、

見るものに影ができなくなり、立体感がなくなって

しまうことがある。

（8）全般照明と局部照明を併用する場合、全般照明に

よる照度は、局部照明による照度の10分の1以上

になるようにする。

（4）照度の単位はルクスで、1ルクスは光度1カンデ

ラの光源から1m離れた所で、その光に直角な面が

受ける明るさに相当する。

（5）室内の彩色で、明度を高くすると光の反射率が高

くなり照度を上げる効果があるが、彩度を高くしす

ぎると交感神経の緊張を招きやすく、長時間にわた

る場合は疲労を招きやすい。

間14　厚生労働省の「VDT作業における労働衛生管理の

ためのガイドラインJに基づく措置に関する次の記述

のうち、誤っているものはどれか。

（1）ディスプレイは、おおむね40Ⅷ以上の祝距離が

確保できるようにし、画面の上端が、眼と同じ高さ

か、やや下になるようにする。

（2）ディスプレイ画面上における照度は、500ルク

ス以下になるようにする。

（3）書類上及びキーボード上における照度は、300

ルクス以下になるようにする。

（4）単純入力型及び拘束型に該当するVDT作業につ

いては、一連統作業時岡が1時間を超えないように

し、次の連続作業までの岡に10～15分の作業休

止時間を静ナ、かつ、∵連続作業時間内において1～2

回程度の小休止を設けるようにする。

（5）VDT作業健康診断は、一般健康診断を実施する

際に、併せて実施してもよい。
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間15　厚生労働省のr横堤における喫煙対策のためのガイ

ドラインJに基づく空間分煙による喫煙対策の進め方

に関する次の記述のうち、誤っているものはどれか。

（1）施設・設備面の対策として、可能な限り、喫煙室

を設置することとし、これが困難な鴇合には、喫煙

コーナーを設置する。

（2）喫煙室又は喫煙コーナーには、原則として、たば

この康が拡散する前に吸引して屋外に排出する方式

の喫煙対策機器を設置する。

（3）やむを得ない措置として、屋内に排気する方式の

空気清浄装層を喫煙室又は喫煙コーナーに設置する

場合は、換気に特段の配慮をする。

（4）喫煙室又は喫煙コーナーと非喫煙場所との境界に

おいて、喫煙室又は喫煙コーナーから非喫煙場所へ

向かう気流の風速を0．2m／S以下とするように必要

な措置を講じる。

（5）職場の空気環境の測定を行い、浮遊粉じんの濃度

を0．15喝／ば以下及び一酸化炭素の濃度を10ppm

以下とするように必要な措置を請じる。

開16　疾病休業日数率を表す次式中の⊂＝コ内に入れるA

からCの藩句又は数字の組合せとして、正しいものは

く1）～（5）のうちどれか。
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開17　出血及び止血法に関する次の記述のうち、誤ってい

るものはどれか。

（1）体内の全血液象の3分の1程度が急数に失われる

と、出血によるショックを経て生命に危険が及ぶ。

（2）直接圧迫法は、出血細を直接圧迫する方法であっ

て、最も簡単で効果的な方法である。

（3）間接圧迫法は、出血部より心臓に近い部位の動脈

を圧迫する方法である。

（4）動脈性出血は、鮮紅色を呈する拍動性の出血で、

出血量が多いため、早急に、細いゴム紐などを利用

した止血帯を用いて止血する。

（5）止血処置を行うときは、感染防止のため、ビニー

ル手袋を着用したりビニール袋を活用したりして、

血液に直接触れないようにする。

間18　熱傷の救急処置等に関する次の記述のうち、正しい

ものはどれか。

（1）熱傷は、Ⅰ～Ⅲ度に分類され、Ⅰ度は水痘ができ

る程度のもので、強い痛みと灼熱感を伴う。

（2）熱傷面は、すぐに水をかけて十分冷やすことが応

急手当のポイントであるが、熱傷の範囲が広い格合、

全体を冷却し鰍することは低体温となるおそれがあ

るので注意が必要である。

（3）水痘ができたときは、周囲に広がらないように破

って清潔なガーゼや布で軽く覆う。

（4）化学薬品がかかった張合は、直ちに中和剤により

中和した後、水で洗浄する。

（5）高温のアスファルトやタールが皮膚に付着した場

合は、水をかけて冷やしたりせず、早急に皮膚から

取り除く。
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間19　ノロウイルスによる食中毒に関する次の記述のうち、

正しいものはどれか。

（1）食品に付着したウイルスが食品中で増殖し、ウイ

ルスが産生した毒素により発症する。

（2）ウイルスの感染性は、長時間煮沸しても失われな

い。

（3）潜伏期間は、2－3時間である。

（4）発生時期は、冬季が多い。

（5）症状は、筋肉の麻痺などの神経症状が特徴である。

開20　一次救命処置に関する次の記述のうち、正しいもの

はどれか。

（1）気道を確保するためには、仰向けにした傷病者の

そばにしゃがみ、後頭部を軽く上げ、あごを下方に

押さえる。

（2）呼吸を確認して普段どおりの息（正常な呼吸）がな

い場合や約1分間観秦しても判断できない場合は、

心肺停止とみなし、心肺蘇生を開始する。

（3）人工呼吸が可能な場合、心肺蘇生は、胸骨圧迫30

回に人工呼吸2回を繰り返して行う。

（4）胸骨圧迫は、胸が少なくとも5Ⅷ沈む強さで胸骨

の下半分を圧迫し、1分間に少なくとも60回のテ

ンポで行う。

（5）AED（自動体外式除細動毒別を用いて救命処暦を

行う場合には、人工呼吸や胸骨圧迫は、一切行う必

要がない。



（次の科目が免除されている方は、間21～間30は解答し

ないで下さい。）

（労働生理】

間21呼吸に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（1）呼吸運動は、気管と胸膜の協調運動によって、胸

郭内容積を周期的に増減させて行われる。

（2）肺胞内の空気と肺胞を取り巻く毛細血管中の血液

との間で行われるガス交換を内呼吸という。

（3）成人の呼吸数は、通常、1分間に16～20回で

あるが、食事、入浴、発熱などによって減少する。

（4）呼吸に関与する筋肉は、延掛こある呼吸中枢によ

って支配されている。

（5）血液中に二酸化炭素が増加してくると、呼吸中枢

が抑制されて呼吸は浅くなり、回数が減少する。

間22　神経細胞に関する次の文中の⊂＝コ内に入れるAか

らCの静句の組合せとして、正しいものは（1）～（5）

のうちどれか。

「神経系において情報を伝えたり処理する基本単位

である神経細胞はロコとも呼ばれ、細胞体から通常

1本の⊂亘コと複数の⊂萱コが突き出した形をして

いる。j

A

（1）ES細胞

（2）ES細胞

（3）ニューロン

（4）ニェーロン

（5）シナプス

2　衛
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間23　下図ほ、血液循環の経路を模式的に表したものであ

るが、国中の血管ア～カを凍れる血液に関する（1）～

（5）の記述のうち、誤っているものはどれか。

（1）血管ア及び血管イはいずれも動脈であるが、血管

アには静脈血が流れる。

（2）血管ア～カを流れる血液のうち、酸素が最も多く

含まれる血液は、血管イを流れる血液である。

（3）血管ウを流れる血液には、血管イを流れる血掛こ

比べて二酸化炭素が多く含まれる。

（4）血管カを流れる血液には、血管工を流れる血液に

比べて尿素が多く含まれる。

（5）血管ア～カを流れる血液のうち、食後、ブドウ槍

が最も多く含まれる血液は、血管オを流れる血液で

ある。

間24　摂取した食物中の炭水化物（糖質）、脂質及び蛋白質

を分解する消化酵素の組合せとして、正しいものは次

のうちどれか。

炭水化物（糖質）

（1）　アミラーゼ

（2）　トリプシン

（3）　ペプシン

（4）　ペプシン

（5）　アミラーゼ

脂質

リパーゼ

アミラーゼ

アミラーゼ

リパーゼ

トリプシン

蛋白質

トリプシン

ペプシン

トリプシン

アミラーゼ

リパーゼ
C
糟
索
糊
索
掴

槍

軸

樹

軸

樹

B
索
楯
索
鵬
索

和

樹

軸

樹

軸



間25　腎臓又は尿に関する次の記述のうち、正しいものは

どれか。

（1）血中の老廃物は、尿細管からポウマン嚢に漉し出

される。

（2）血中の蛋白質は、糸球体からボウマン嚢に濾し出

される。

（3）血中のグ′レコースは、糸球体からボウマン嚢に渡

し出される。

（4）原尿中に濾し出された電解質の多くは、ボウマン

蓑から血中に再吸収される。

（5）原尿中に漉し出された水分の大部分は、そのまま

尿として排出される。

間26　血液に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

（1）血液は、血躾と有形成分から成り、有形成分は赤

血球、白血球及び血小板から成る。

（2）赤血球の寿命は約120日であり、白血球に比べ

て長い。

（3）血小板は、核を持たない不定形の細胞で、血液凝

固作用に関与している。

（4〉血液の春秋こ対する血小板の相対的容積をヘマト

クリットという。

（5）血液の凝固は、血躾中のフイブリノーゲン（線維

兼原）がフイプリン（線維素）に変化する現象である。

間27　視覚に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

（1）眼は、周りの明るさによって瞳孔の大きさが変化

して眼に入る光量が調節され、暗い穏合には瞳孔が

広がる。

（2）眼は、硝子体の厚さを変えることにより焦点距離

を調節して網膜の上に像を結ぶようにしている。

（3）角膜が歪んでいたり、表面に凹凸があるために、

眼軸などに異常がなくても、物体の像が網膜上に正

しく結ばないものを乱視という。

（4）網膜には、明るい所で働き色を感じる錐状体と、

暗い所で働き掛、光を感じる抒状体の2種類の挽細

胞がある。

（5）明るい所から急に暗い所に入ると、初めは見えに

くいが暗頼応によって徐々に見えるようになる。

2　衛
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開28　ホルモン、その内分泌器官及びそのはたら幸の組合

せとして、誤っているものは次のうちどれか。

ホルモン　　内分泌器官　　　はたらき

く1）コルチゾール　　副甲状腺　血糖量の減少

（2）アルドステロン　副腎皮質　体液中の塩類バラ
ンスの調節

（3）パラソルモン　　副甲状腺　体内のカルシウム
バランスの調節

（4）インスリン　　　膵臓　　　血糖量の減少

（5）グルカゴン　　膵♯　　　血糖量の増加

間29　筋肉に関する次の記述のうち、正しいものはどれか。

（1）筋肉中のグリコーゲンは、酸素が十分に与えられ

ると完全に分解され、最後に乳酸になる。

（2）筋肉の縮む速さが速ければ速いほど、仕事の効率

は大きい。

（3）強い力を必要とする運動を続けていても、筋肉を

構成する個々の筋線雑の太さは変わらないが、その

数が増えることによって筋肉が太くなり筋力が増強

する。

（4）人が直立しているとき、姿勢保持の筋肉には、常

に伸張性収縮が生じている。

（5）長時間の姿勢維持を伴うVDT作業などでは、持

続的な筋収縮を必要とする等尺性収籍が主体となる

ため、血行不良や筋疲労が生じやすい。

開30　睡眠に関する次の記述のうち、誤っているものはど

れか。

（1）睡眠中には、副交感神経系の働きが活発になる。

（2）睡眠中のエネルギー消費量が、基礎代謝量である。

（3）睡眠中には、体温の低下、心拍数の減少がみられ

る。

（4）睡眠と覚醒のリズムのように、約1日の周期で繰

り返される生物学的リズムをサーカディアンリズム

といい、このリズムの乱れは、疲労や睡眠障害の原

因となる。

（5）夜間に働いた後の昼間に睡眠する場合は、一般に、

就寝から入職までの時間が長くなり、睡眠時間が短

精し、睡眠の質も低下する。

（終　り）


